
筆
者
は、

禅
im
の
手
に
な
る
禅
林
騒
句
の
大
き
な
特
徴
が
「
当
座
性」
に

ぁ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る。
そ
し
て、
こ
の
「
当
座
性
」

は、

禅
林
喘

句
ほ
ど
に
顕
著
で
は
な
い
が、
禅
俯
の
従
印
し
た
他
の
迎
句
文
芸
に
も
認
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る。
本
稿
で
は、

禅
僧
の

参
加
し
た
作
品
と
し
て
文
明
十
八
年
十一
月
十
日
に
禁
中
に
お
い
て
拙
さ
れ

た
「
和
漠
狂
句」
（
国
立
国
会
図
宙
館
蔵
「
迎
歌
合
集」
所
収。
以
下‘
r

連
歌
合
集」
所
収
の
本
文
を
「
原
文」
と
略
称）
を
取
り
上
げ、
そ
こ
に
示

さ
れ
た
当
座
性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い。
こ
の
作
品
を
選
ん
だ
の
は、

両
角
含一
氏
に
よ
っ
て
「
迎
歌
と
そ
の
周
辺」
（
広
島
中
世
文
芸
研
究
会
発

行。
中
世
文
芸
叢
世
・
別
巻
1)
の
「
堂
上
迎
歌
痘
の
俳
諧
ー
文
明
十
八
年

•

和
漢
狂
句
そ
の
他
ー」
論
文
に
全
文
が
翻
刻
さ
れ、

和
句
を
中
心
に
そ
の
俳

諮
性
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
（
以
下、
引
用
に
際
し
て

ば
「
両
角
氏
論
文」
と
略
称
さ
せ
て
い
た
だ
く）
。
氏
の
翻
刻
と
御
論
に
助

け
ら
れ
た。
そ
の
上
で、
禅
僧
の
淡
句
を
中
心
に、
「
当
座
性」
の
観
点
よ

り
考
察
を
加
え
て
み
た
い。
「
狂
句」
た
ろ
所
以
を
明
ら
め
ろ
上
で
も、

当
座
性J
の
解
明
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
ろ。

→ 

「
和
漢
狂
句」
に
つ
い
て
は

和
漢
狂
句
と

当
座

性
に
つ
い
て

「
和
漢
迎
句」
の
呼
称
に
氾
じ
た
も
の
で

朝

文
明
十
八
年
十一
月
十
日
「
和
漢
狂
句」
の
検
討

I

①

実
隆
公
記
・
文
明
十
八
年
＋一
月
十
日
条
の
検
討

文
明
十
ハ
年
十
一
月
十
日
に
催
さ
れ
た
和
漢
狂
句
に
つ
い
て、
三
條
西
実

隆
は
「
実
隆
公
記」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

雨
時
々
降、
日
光
又
出
現、

宮
番
第
二
請
脱
Dt、
朝
浪
Z
後
参
内、
今
日

ー2
 

和
淡
狂
句
御
會
也、
就
山、
宗
山、
下
官、

姉
小
路
宰
相、

中
山
宰
相
中

→

誼
治
朝
臣、

和
長、

宗
巧、
正
非
等
祇
侯、
入
夜
終
百
句
功、

執
箪、

将、非
無
其
興、

御
只あ
は
ら
や
の
す
と
を
り
さ
む
き
嵐
哉

贋
猶
隔
河

姉
小
路
宰
相釦

製
二
王
固
佛
前

就
山

一
僕
護
信
院

此
封
句
殊
勝
之
由
人
々
稲
之、
珍
重
々
、々

右
の
記
m
に
お
い
て、
三
の
点
に
注
目
し
た。
ー
は
和
淡
狂
句、
二
は
辿
衆、

三
は
引
用
句
で
あ
ろ。

【
和
狭
狂
句
】

倉

尚



あ
ろ
う。

「
和
漢
狂
句
」
の
呼
称
が
か
な
ら
ず
し
も
一

般
的
で
な
か
っ
た
こ

と
は、

御
揚
殿
上
日
記
の
同
日
条
に
「
き
や
う
く
の
御
和
か
ん
あ
り
」

と
あ

ろ
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る。

い
ず
れ
に
し
て
も、

狂
句
か
ら
な
る
和
漢
連
句

の
意
で
あ
る。

本
稿
で
は、

「
和
漢
狂
句
」
の
呼
称
に
従
っ
た
。

当
日
の
和
漢
狂
句
に
対
し、

実
隆
は
「
非
無
其
興
」

と
評
す
る。

全
面
的

に
肯
定
し
た
評
と
は
解
し
難
い
。

こ
の
よ
う
な
微
妙
な
表
面
を
用
い
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
は、

と
り
も
な
お
さ
ず
和
漢
狂
句
が
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う。

こ
の
新
し
い
試
み
に
対
し、

実
隆
自
身
は
困
惑
し、

慎
重
に
処
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

実
隆
の
み
な
ら
ず、

迎
衆
一

般
も
同
様

で
あ
っ
た
ら
し
く、

当
代
に
和
漢
狂
句
が
催
さ
れ
た
形
跡
は
他
に
認
め
難
い
。

当
年
に
お
い
て
和
漠
狂
句
の
試
み
が
な
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
も
考
え
て

お
き
た
い
。

当
年
・

文
明
十
八
年
の
宮
中
で
は、

後
土
御
門
天
皇
方
に
お
い

て
二
十
五
日
を
式
日
と
し
た
月
次
迎
歌
御
会、

七
日
を
式
日
と
し
た
外
様
月

次
和
淡
迎
句
御
会、

そ
れ
ほ
ど
遵
守
さ
れ
な
く
な
る
が
十
日
を
式
日
と
し
た

内
々
月
次
連
句
御
会
が
維
持
さ
れ
た。

勝
仁
親
王
方
に
お
け
る
月
次
連
歌
御

会
は
中
断
さ
れ
て
い
た
が、

五
月
よ
り
は
二
宮
・

尊
敦
親
王
方
に
お
い
て
月

次
搭
古
迎
歌
御
会
が
開
か
れ、

百
日
着
到
迎
歌
も
興
行
さ
れ
た。

後
土
御
門

天
皇
方
の
内
々
月
次
連
句
御
会
は、

迎
句
御
会
と
は
言
い
な
が
ら
追
句
迎
歌

の
御
会
に
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
。

文
明
十
九
年
11
長
享
元
年
以
降
は、

和
淡

迎
句
御
会
と
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

文
明
十
八
年
の
宮
中
に
お
け

る
連
句
文
芸
は、

連
歌
熱
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
り、

前
年
衰
え
た
連
句
熱
が

一

時
的
に
回
復
し
た
か
に
見
え
る
が、

そ
れ
で
も
迎
句
連
歌、

特
に
和
淡
迎

0
5
月
7
日

韻
字
連
歌

①
10
月
7
日、

11
月
7
日、

12
月
2
日

句
の
勢
が
増
大
す
る
時
期
に
相
当
し
た
。

宮
中
に
お
け
る
連
句
文
芸
の
盛
行
は、

新
し
い
試
み
を
も
志
向
さ
せ
た。

当
年
に
お
い
て、

そ
れ
が
顕
著
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
ず
る。

後
土
御
門
天
登

方
の
月
次
連
歌
御
会
に
お
い
て
は、

五
十
首
読
歌
と
並
行

両
座
（
辿
句
と
連
歌）

S
2
月
25
日

◎
5
月
25
日

0
8
月
25
日
Q

時
正
結
日）

⇔
11
月
25
日

い
ろ
は
辿
歌

が
試
み
ら
れ
て
い
る。

0
に
つ
い
て
は、

実
隆
公
記
に
「
御
辿
筍
之
間
各
賜

図、

五
十
首
御
俄
斑
也
」

と
し、

親
長
卿
記
に
「
御
連
埓
百
韻
之
閻
思
案
斑
」

と
す
る
。

迎
衆
は、

作
句
と
と
も
に
作
歌
を
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

一3，

 

た
。

＠
に
つ
い
て
は、

実
隆
公
記
に
「
毎
句
以
名
所
被
遊
之、

頗
難
治
事
也
」
一

と
あ
る。

難
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

0
に
つ
い
て
は、

実
隆
公
記

に
「
如
法
早
速
終
百
句
功、

匹
口
名
琥
迎
埓
也
」

と
あ
る。

彼
岸
会
の
結
屈

日
に
因
ん
で
の
試
み
で
あ
ろ
う。

⇔
に
つ
い
て
は、

実
隆
公
記
に
「
今
日
伊

我
呂
口
連
埓
也、

於
禁
中
初
度
也、

有
其
興
」

と
あ
る
。

禁
中
に
お
い
て
初
度

の
試
み
で
あ
る
と
す
る
。

そ
の
た
め
か、

新
摺
菟
玖
波
楳
の
撰
巣
資
料
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
巻
十
四
参
照）
。

さ
ら
に、

外
様
月
次
和
漢
迎
句
御

会
に
お
い
て
は、

⑮
4
月
17
日

名
所
辿
歌

名
号
連
歌



宗 就 後

山 山 土 参

御 仕

等 永 門

貨 崇 型

宗山 就山

＇ 表
記

......... . ......... ．．． 

宗山 就山 御
製 句

挙

23 25 45 

12 8 15 喜
． ． ． 嘩•········・・・・・・ .... 

l 2 ll 閤 句
． 

11 6 4 桜
句

゜

0 0 0 B 
中

゜ C 御
ムコ

0 0 0 D 

侍者 蔵主

考

〈
注
意
〉
ー

表
記
襴
に
は 、

実
隆
公
記・
文
明
十
八
年
十一
月
十
日
条

6

助
考
欄
に
は 、
当
年
の
官
位
や
僧
階
等
に
つ
い
て
記
し
た 。

漢
和
連
句

棗
分
韻
略
不
披
見
和
淡
迎
句

が
試
み
ら
れ
て
い
る 。
⑮
に
つ
い
て
は 、

中
院
通
秀
が
十
輪
院
内
府
記
に
お

い
て
「
和
漢
二
人
執
筆
参
候 、
同
時
甚
之 、
伍
相
交
物
忘 、
老
身
迷
惑
了 、

の
句
々
無
正
舛 、

為
之
如
何」
と
し
て
い
る 。
混
乱
を
生
じ
た
よ
う
で
あ
る 。

〇
に
つ
い
て
は 、

実
隆
公
記
に
「
先
有
御
迎
斑
百
胞 、
悉
踏
韻
頗
難
得
也」

と
す
る 。

い
に
つ
い
て
は 、
平
素
は
「
梁
分
韻
略」
を
披
見
し
な
が
ら
作
句

し
て
い
た
こ
と
を
示
す 。
予
習
が
必
要
で
あ
っ
た 。
内
々
月
次
連
句
御
会
に

お
い
て
も 、

筍
9
月
lO
日

が
認
め
ら
れ
る 。
難
航
し
た
よ
う
で 、

当
日
は
三
折
で
中
断
し
て
い
る 。

以

上
の
よ
う
に 、
文
明
十
八
年
の
宮
中
で
は 、

各
種
の
試
み
が
な
さ
れ
る 。
和

淡
狂
句
も 、
こ
れ
ら
の
試
み
の
一
と
し
て
理
解
さ
れ
る 。

【
迎
衆
】

迎
衆
に
つ
い
て
は
簡
単
な
一
党
表
を
作
成
し
た 。

（
文
明
十
八
年
十一
月
十
日
「
和
漢
狂
句」
参
仕
衆一
覧）

と
図
立
国
会
図
宙
館
所
蔵・
迎
歌
合
染
所
収
の
「
和
淡
狂
句」
百

韻
の
句
挙
げ
に
お
け
る
表
記
を
掲
げ
た 。

年
令
脳
に
は 、

文
明
十
八
年
（一
四
八
六）
の
年
令
を
記
し
た 。

出
句
数
梱
に
は 、
各
人
の
出
詠
し
た
合
計
句
数
と
と
も
に
和
句

数
と
淡
句
数
を
も
示
し
た 。

宮
中
御
会
欄
は 、

文
明
十
八
年
に
宮
中
に
お
い
て
維
持
さ
れ
た

迎
句
文
芸
御
会
に
対
す
る
参
仕
状
態
を
示
し
て
い
る.

0
印
は 、

参
仕
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
す 。
な
お 、

記
号
に
つ
い
て
は 、

次
の
C
と
く
で
あ
る 。

C
II

後
土
御
門
天
皇
方
外
様
月
次
和
洪
連
句
御
会

D
II

後
土
御
門
天
皇
万
内
々
月
次
迎
句
御
会

新
・

菟
欄
の
0
印
に
つ
い
て
は 、
新
撰
寃
玖
波
渠
へ
の
入
集
を

意
味
す
る 。

4
 

3 2

A
11

後
土
御
門
天
皇
万
月
次
連
歌
御
会

B
11

二
宮・
諄
敦
親
王
方
百
日
沼
到
連
歌

-94-



後
土
御
門
天
皇
を
中
心
に
し
た、
内
綸
の
集
会
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
ろ。

就
山
永
崇
・
宗
山
等
貸・
正
飾
が
禅
偲
で
あ
る。
就
山
と
宗
山
に
つ
い
て
は、

そ
の
足
跡
を
検
討
中
（
「
中
世
文
学
研
究」
•
第一
号
？
九
号
参
照）
で
あ

る
が、

伏
見
宮
貞
常
親
王
の
息
で、
禁
中
に
お
け
る
活
動
は
皇
族
・
公
家
の

そ
れ
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い。
平
素
は、

就
山
は
相
国
寺
常
痣
院
内
の
聯

畑
軒、
宗
山
は
同
じ
く
相
国
寺
常
怨
院
内
の
淡
松
軒
に
起
居
し
た。
正

辞は、

南
禅
寺
の
瀾
妓
景
也
の
法
嗣
の
よ
う
で、

禁
斑
御
会
へ
の
初
参
仕
は
文
明
十

五
年
十一
月
十
日
の
後
土
御
門
天
皇
方
内
々
月
次
迎
句
御
会
で
あ
る。
就
山

・
宗
山
の
場
合
と
は
異
な
り、
追
句
・
作
句
の
実
力
に
よ
っ
て
参
仕
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る。
連
句
・
漢
句
に
つ
い
て
指
芍
的
な
立
場
に
あ
っ
た
よ
う

で
あ
ろ。
宗
巧
は
佃
体
で
あ
る。
俗
名
は
五
辻
泰
仲
で
あ
る。
三
條
西

実隆

•
姉
小
路
基
綱
・
中
山
宜
親
・
田
向
虚
治
・
東
坊
城
和
長
は、
後
土
御
門
天

皇
の
側
近
で
あ
っ
た。
内
輪
と
は
言
え、

変
化
に
富
ん
だ
迎
衆
の
構
成
で
あ

る。 正

紐

宗
巧
（
五
辻
泰
仲）

向

露

東

坊

城

和

長

田

治

三

條

西

実

隆

姉

小

路

基

綱

中

山

宜

親

�
侍
従
中
納
言

i

姉
小
路
宰
相

中
山
宰
相
中
将二
宣
親

ニ
重
治
朝
臣

ご和
長

�
宗
巧

芦止
辞

正
秘
宗
巧
和
長
璽
治
朝
臣

姉
小
路
宰
相

下
官

62 27 36 29 46 32 
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．
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13 ，

 

迎
衆
の
年
令
に
つ
い
て
は、
全
般
的
に
低
い
の
が
特
徴
で
あ
る。
宗
山
を

箪
頭
に、

四
名
ま
で
が一

工＇
代
で
あ
る。
こ
の
若
さ
が、

和
漢
狂
句
と
い
う

新
し
い
試
み
を
可
能
に
し
た
一
の
原
動
力
で
あ
ろ
う。

出
句
状
況
に
つ
い
て
は、
重
治
と
宗
巧
が
和
句
だ
け
に
対
し、
正
柿
は
淡

句
の
み
を
詠
出
す
る。
そ
の
ほ
か
は
和
句
と
渓
句
を
詠
出
し
て
い
る
が、

天

呈
・
実
隆
・
宜
親
は
和
句、

就
山
・
宗
山
・
和
長
は
炭
句
が
中
心
で
あ
る。

基
綬
だ
け
は、

和
句
と
渓
句
の
数
が
伯
仲
す
る。
淡
句
に
つ
い
て
は、

数
の

上
か
ら
は
禅
俯
の
漢
句
が
優
勢
で
あ
る
が、
栂
士
家
・
公
家
の
漢
句
も
彩
り

を
添
え
て
い
る。

文
明
十
八
年
の
迎
句
文
芸
に
関
す
る
御
会
へ
の
参
仕
状
態
を
見
る
と、
そ

れ
ぞ
れ
が
宮
中
と
深
い
OO
わ
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
よ
う。
実
隆

を
は
じ
め、

基
桐・
宣
親
等
は
御
会
の
常
連
で
あ
っ
た。

禅
冊
の
三
者
を
除
き、
全
貝
が
新
撰
斑
玖
波
渠
に
入
集
し
て
い
る。
天
皇

•
実
隆
・
宜
親
に
つ
い
て
は、

巻
十
七
の
糊
句
連
歌
の
部
に
も
句
が
採
ら
れ

5ー
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•
9

て
い
る。

和
洪
狂
句
と
い
う
新
し
い
試
み
を
可
能
と
し
た
の
は、
若
い
世
代
の、
気

心
の
知
れ
た、
し
か
も
階
圏
の
面
か
ら
も
才
能
の
面
か
ら
も
多
採
な
人
材
が

一
堂
に
会
し
た
こ
と
に
あ
ろ
う。

【
引
用
句
】

ー

当
座
性
の
誇
瓜

実
隆
が
閑
志
の
た
め
に
引
用
し
た
句
は
四
句
で
あ
る。
初
め
の
二
句
は
発

句
と
入
韻
句
で
あ
り、
後
の
二
句
は
79
句
と
80
句
で
あ
る
（
以
下、
句
の
番

号
は、
「
和
淡
狂
句」
の
各
句
に
対
し
て
私
に
施
し
た
通
し
悉
号
で
あ
る）
。

こ
の
四
句
が
引
用
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
た
い。

L
あ
は
ら
や
の
す
と
を
り
さ
む
き
嵐
哉

御
製

2

酒濾
猶

蘭

基
網

こ
の
二
句
が
引
用
さ
れ
た
最
大
の
理
由
は、
発
句
と
入
韻
句
で
あ
る
か
ら

で
あ
ろ
う。
実
隆
は、
自
己
の
参
仕
し
た
迩
句
文
芸
の
御
会
の
発
句
と
肛
句

（
入
韻
句）
に
つ
い
て
は、
記
録
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る。
月
次
御
会
の

楊
合、
巡
衆
は
順
番
に
発
句
を
詠
出
す
る
こ
と
が
多
い。
発
句
を
詠
出
す
る

こ
と
は
名
営
な
事
で
あ
り、
そ
れ
だ
け
に
平
素
よ
り
鍛
鈍
を
心
掛
け
た。
術

忘
の
た
め
の
引
用
は
そ
の
た
め
で
も
あ
ろ
う。
さ
ら
に、
発
句
は
か
な
ら
ず

季
節
と
場
の
状
景
を
詠
み
込
み、
脇
句
（
入
糾
句）
は
発
句
に
応
じ
て
大
き

＜
般
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た。
「
当
座
性」
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ

る。
後
日、
こ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
連
句
文
芸
が
拙
さ
れ
た一
座
を

想
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

発
句
i
に
つ
い
て
は、
仲
冬
・
厳
寒
の
御
所
の
隙
固
風
を
「
あ
ば
ら
ゃ」

を
「
す
と
を」
る
「
さ
む
き
嵐」
と
し
て、

滑
稽
に
詠
じ
た
も
の
と
解
す
る。

そ
の
表
現
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、
句
に
盛
ら
れ
た
内
容
は、
い

さ
さ
か
の
誇
張
が
あ
る
も
の
の、
や
は
り
当
座
の
座
娯
で
あ
ろ
う。
当
日、

実
隆
の
記
事
に
よ
る
と、
隅
日
は
射
し
た
も
の
の、
時
に
冷
た
い
雨
の
降
っ

た
一
日
で
あ
っ
た。
ま
た、
大
日
本
史
料
の
文
明
十
八
年
項
に
よ
る
と、

正

月
二
十
四
日
条
に
「
禁
裏
ノ
御
修
理
ヲ
始
メ
サ
セ
ラ
ル」
の
記
事
が、
九
月

二
日
条
に
「
京
都
暴
風
雨、
禁
裏
北
門、
番
衆
所
等
破
損
ス
」
の
記
m
が
収

め
ら
れ
る。
土
御
門
内
斑
は、
天
堡
の
住
居
に
相
応
し
い
状
態
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る。
入
韻
句
2
に
つ
い
て
は、
文
字
通
り
炉
（
火
ば
ら。
手
あ

ぶ
り）
を
囲
み
肩
を
交
え
て
作
句
す
る
様
を
詠
出
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か。
大
の
男
の
状
景
と
し
て、
滑
裕
で
あ
る。
「
肩」
字
は、
以
下
の
押
韻

句
よ
り
判
断
し
て、
「
先」
の
韻
で
あ
る。

竺
僕
蔑
信
院

宗
山

g-l
王
固
佛
前

御
製

79
.
80
句
が
引
用
さ
れ
た
理
由
は
奈
辺
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か。
実
隆

は
「
此
封
句
殊
勝
之
由
人
々
梱
之、
珍
重
々
」々
と
し
て、
称
揚
し
て
い
る。

和
炭
迎
句
（
狂
句）
に
お
い
て
も、

奇
数
句
目
の
淡
句
に
同
じ
く
淡
句
で
応

ず
る
場
合、
対
句
に
し
て
付
け
る
の
が
原
則
で
あ
る。
そ
こ
で、
79
.
80
句

が
単
に
対
句
で
あ
る
こ
と
を
「
殊
勝」
と
し
た
の
で
は
な
い。
内
容
的
に
人

々
を
感
服
さ
せ
た
も
の
と
解
さ
れ
る。

．

79
句
に
つ
い
て
は、
実
隆
は
「
就
山」
と
す
る
が、
原
文
の
C
と
く
作
者

は
「
宗
山」
と
考
え
る。
就
山
の
句
と
す
る
と、
句
挙
げ
に
記
さ
れ
る
句
数
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と
も一
致
し
な
く
な
ろ。
就
山
と
宗
山
と
は
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
く、

．．
 混
同
さ
れ
ろ
こ
と
が
あ
っ
た。
79
句
は、
一
僕
が
俯
院
を
守
っ
て
い
ろ
こ
と

を
詠
じ
て
い
る。
寂
窒
の
景
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が、
そ
れ
だ
け
で
は
狂
句

と
は
言
い
難
い。
一
座
の
人
々
に
狂
句
で
あ
る
こ
と
を
承
服
さ
せ
た
内
容
は

何
で
あ
ろ
う
か。
お
そ
ら
く
は、
作
者
・
宗
山
が
自
己
の
境
遇
を
比
し
て
詠

出
し
た
点
に
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
伏
見
宮
家
出
身
の
禅
僧
・
宗
山
が

自
己
の
こ
と
を
下
僕
に
比
し
て、
一
人
寂
彦
を
か
こ
ち
な
が
ら
伯
院
を
守
る

姿
と
し
て
も
解
し
得
る
点
に
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
禅
林
全
体
が
応
に

の
大
乱
に
よ
る
荒
廃
か
ら
完
全
に
は
立
ら
直
れ
な
い
中
に
あ
っ
て、
当
「
和

漢
狂
句」
御
会
に
参
仕
し
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に、

就
山
や
宗

山
の
活
動
は
酪
美
に
過
ぎ
た。
そ
れ
だ
け
に、

故
意
に
自
己
を
下
僕
に
比
し

て
寂
窒
の
態
と
し
て
詠
出
し
た
こ
と
は、
ま
す
ま
す
一
座
の
人
々
に
と
っ
て

機
智
•
お
か
し
さ
と
し
て
映
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
79
句
の
眼
目
は
、

自
己
の
境
遇
を
句
裏
に
蔵
し
て
詠
出
し
た
点
に
あ
る。
し
か
も、

故
意
に
卑

下
し
て
詠
出
し
た
点
に
あ
る。
作
者
が
宗
山
で
あ
る
か
ら
「
狂
句」
と
し
て

理
解
さ
れ
る
も
の
で、
当
座
性
の
濃
厚
な
句
と
言
え
る。

80
句
は、

天
皇
の
句
で、
79
句
と
対
句
を
な
し
て
い
る。
表
面
的
に
は、

仁
王
様
が
仏
前
を
固
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
詠
出
し
た
も
の
で、
荘
厳

の
景
で
あ
ろ。
そ
れ
だ
け
で
は
狂
句
と
は
言
い
難
い。
宗
山
の
句
を
承
け
た

天
皇
は、

伏
見
宮
家
の
出
身
で
自
分
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
ろ
就
山
と
宗
山
を

椰
楡
し
て、
二
王
が
仁
王
の
代
わ
り
に
仏
前
を
固
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
畏
れ

多
い
こ
と
で
あ
ろ
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う。
禅
林
の
貴
公
子
と
し
て
遇
さ
れ

た
就
山
・
宗
山
が
勇
猛
な
念
怒
の
形
相
を
し
た
仁
王
に
比
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り、

迎
衆
は
「
狂
句」
と
し
て
納
得
し
た
の
で
は
あ
ろ
ま
い
か。
こ
こ
で
も、

座
衆
を
詠
出
す
ろ
の
に
際
し
て、

現
実
と
は
対
照
的
な
人
物（

神仏）
に
比
し、

そ
の
以
外
性
が
滑
稽・
戯
笑
を
も
た
ら
し
て
い
る。
当
座
性
を
発
揮
す
る
に

つ
い
て
も、
高
度
な
技
巧
で
あ
る
と
考
え
る。

79
句
と
80
句
の
特
徴
は、
高
度
な
技
巧
を
用
い
て
当
座
性
を
発
揮
し
て
い

る
点
に
あ
る
と
考
え
る。
一
座
の
人
々
が
「
殊
勝」
と
し
て
称
揚
し
た
の
は
、

こ
の
当
座
性
の
発
揮
に
対
す
ろ
共
感
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
そ
し

て、
こ
れ
こ
そ
狂
句
の
蘊
奥
で
あ
る
と
硝
信
し
た
実
隆
が、
す
か
さ
ず
備
忘

の
た
め
に
引
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
発
句
・
脇
句
（
入
韻
句）
を
中

心
に
し
た
初
折
表
の
数
句
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が、
そ
れ
以
外
の
句

が
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
稀
少
で
あ
る。

文
明
十
八
年
十一
月
十
日
「
和
漢
狂
句」
の
検
討

実
隆
公
記
・
文
明
十
八
年
十
一
月
十
日
条
に
引
用
さ
れ
た
句
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り、
「
和
漢
狂
句」
一
巻
の
中
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
た
当
座
性
に

は、

技
巧
も
凝
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る。
一
座
と
そ
れ
を
と
り
ま

＜
景、
当
時
催
さ
れ
た
行
事
や
発
生
し
た
事
件、
座
衆
に
関
す
る
人
串
等
を

そ
の
ま
ま
に
詠
出
す
る
こ
と
も
当
座
性
の
発
揮
で
あ
る
が、
そ
れ
だ
け
で
は

狂
句
と
し
て
成
立
し
難
い。
現
実
の
状
況
を

踏ま
え
た
上
で、
例
え
ば
79
.

80
句
の
よ
う
に
故
意
に
対
照
的
に
詠
じ
て
以
外
性
を
添
え
る
こ
と
に
よ
っ
て、

滑
梢
・
戯
笑
を
内
容
と
し
た
狂
句
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
ろ。

® 
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「
和
漠
狂
句」
中
に
は、
79
.
80
句
を
代
表
と
し
な
が
ら、
こ
の
ほ
か
に

も
当
座
性
の
感
取
さ
れ
る
句
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ろ。
素
材
面
よ

り
私
に
分
類
し、
以
下
に
検
討
を
加
え
た
い。

【
人
事
】

「
和
漢
狂
句」
御
会
を
構
成
し
た
連
衆
に
は、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
境
遇
が

存
し、
個
性
的
な
行
動
が
認
め
ら
れ
る。
こ
の
座
衆
に
関
わ
る
特
殊
な
事
情

は、
純
正
迎
欧
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
9

「
和
漢
狂
句」
に
お
い
て
は、
む
し
ろ
特
殊
な
事
情
を
考
慮
し
な
く

．
て
は
狂
句
と
し
て
理
解
し
難
い
句
も
存
す
ろ
よ
う
に
思
わ
れ
る。

（
僧
衆
の
句
）

「
和
漢
狂
句」
の
特
徴
の
一
は、
宮
中
で
の
興
行
で
あ
り
な
が
ら、

禅僧

が
出
詠
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る。
就
山
・
宗
山
・
正
飾
は、
特
別
の
存
在
で

あ
り、
話
題
の
中
心
に
な
り
易
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る。

就
山。
就
山
に
は、
次
の
よ
う
な
句
が
あ
る。

4
収
少
徒
守
田

就
山

｝収
穫
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず、
い
た
ず
ら
に
疫
せ
田
を
守
っ
て
い
る

こ
と
を
詠
じ
て
い
る。
そ
れ
だ
け
で
滑
稽
と
も
言
え
よ
う。
が、
こ
の
句
は

田
を
守
ろ
案
山
子
の
こ
と
を
詠
出
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

案山
子

は、
俯
都
玄
賓
の
「
山
田
も
る
そ
ほ
づ
の
身
こ
そ
哀
な
れ
秋
果
ぬ
れ
ば
訪
ふ

人
も
な
し」
（
続
古
今、
一
六
一
六）
の
歌
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
「
そ
ほ
づ
」

で
あ
り、
「
僧
都」
が
宛
て
ら
れ
て
い
る。
就
山
は、
僧
で
あ
る
自
己
を
僧

郡
・
案
山
子
に
比
し
て
詠
出
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
ま
た、

疫
せ
田
を

守
る
僧
都
・
案
山
子
に
比
す
る
こ
と
は、
就
山
が
宮
中
や
高
級
武
士
の
庇
護

を
受
け
て
特
別
に
恵
ま
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
に、
滑
稽
味
•
お
か

し
み
を
添
え
る
の
に
効
果
的
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る。

20
灘
襟
口
垂
涎

就
山

口
か
ら
涎
を
垂
ら
し
て
襟
を
湿
ら
せ
て
い
る
景
で
あ
る。
一
句
と
し
て
は

老
人
の
姿
態
で
あ
ろ
う
か。
宣
親
の
「
19
ゆ
か
の
う
へ
日
の
い
つ
る
ま
て
ね

ふ
り
ゐ
て」
句
と
付
く
時、
居
眠
り
の
様
態
と
な
る。
20
句
が
出
さ
れ
た
時、

座
衆
は
い
ず
れ
も
禅
床
に
お
け
る
就
山
の
居
眠
り
を
想
像
し
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か。

．

59
石
に
た
に
お
こ
り
を
お
と
す
神
有
て

就
山

就
山
の
詠
じ
た
和
句
で
あ
る。
石
に
す
ら
窮
を
除
く
神
通
力
が
あ
ろ
こ
と

を
述
べ
る。
前
句
は
重
治
の
「
58
ほ
そ
き
は
し
こ
そ
膝
ふ
る
ひ
け
れ」
で
あ

る。
59
句
は
よ
く
付
い
た
句
で
あ
り、
こ
れ
以
上
の
穿
繋
は
無
用
か
も
し
れ

な
い。
が、
こ
の
句
が
就
山
が
「
和
漢
狂
句」
に
詠
出
し
た
八
句
の
中
の
第

八
句
目
で
あ
る
た
め、
何
か
特
別
の
意
味
が
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
で
あ
る。
後
半
の
四
十
句
の
中
に
就
山
の
句
が一
句
も
窮
め
ら

れ
な
い
こ
と
は、
車
情
が
存
し
て
詠
出
を
断
念
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い。

出
詠
を
断
念
し
た
理
由
を
59
句
に
求
め
る
と
す
れ
ば、
そ
れ
は
「
お
こ
り」

で
あ
る。
就
山
は
悪
寒
に
襲
わ
れ、
温
石
を
抱
く
た
め
に
詠
出
を
断
念
し
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か。
正
鼻
の
付
句
の
「
60
寒
暑
甕
盟
堅」
は、
寒
さ
琶
さ

に
つ
け
て
堅
い
盟
約
も
乱
さ
れ
が
ら
で
す
と、
す
か
さ
ず
就
山
の
悪
寒
に
よ

ろ
断
念
を
も
椰
楡
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
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宗
山。
宗
山
に
つ
い
て
は、
特
に
禅
林
に
お
け
る
生
活
を
背
景
に
し
た
句

が
顕
著
で
あ
ろ。
前
項
で
検
討
し
た
79
句
も
該
当
す
る。

．
．
 
＆
恒
多
堪
借
月

宗
山

「
借
月」
、
月
光
を
借
り
る
こ
と
は
む
し
ろ
風
流
事
と
し
て
理
解
さ
れ
る

こ
と
か
も
じ
れ
な
い
が、
貧
の
た
め
の
そ
れ
と
な
る
と
悲
惨
事
で
あ
る。
応

仁
の
大
乱
以
降
の
禅
院
生
活
は
一
般
に
は
窮
乏
の
状
態
に
あ
っ
た。
3
句
は、

禅
林
に
お
い
て
は
特
殊
の
状
態
で
も
誇
張
の
表
現
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

．
る。
一
般
僧
の
句
と
し
て
は、
お
か
し
さ
・
滑
搭
に
乏
し
い。
が、
宗
山
が

自
己
の
禅
院
生
活
を
反
映
し
た
句
と
し
て
詠
出
し
た
と
す
る
と、
事
情
は
異

な
る。
宗
山
も
特
別
に
恵
ま
れ
た
生
活
を
し
て
い
た
だ
け
に、
虚
偽
の
句、

作
為
の
句
と
し
て
座
衆
よ
り
は
異
論
が
唱
え
ら
れ、
滑
用・
戯
笑
と
し
て
解

さ
れ
た
で
あ
ろ
う。

18
烏
囀
斑
此
祠

宗
山

「
班」
字
に
つ
い
て
は、
む
し
ろ
「
淑」
字
と
し
て
判
読
さ
れ
る
（
両
角

氏
論
文
で
は
「
淑」
）
。
が、
意
味
の
上
か
ら
「
証」
と
解
し
た。
謡
に
は、

ま
ど
わ
す
の
意
が
あ
る。
烏
の
囀
り
の
声
が
こ
の
静
寂
の
境
地
を
惑
わ
す
こ

と
で
す
の
意
と
解
さ
れ
ろ。
が、
そ
れ
だ
け
で
は
狂
句
と
は
言
い
難
く、
禅

僭
の
宗
山
が
作
者
で
あ
る
こ
と
が
加
味
さ
れ
て
滑
稽
・
戯
笑
が
添
え
ら
れ
る。

禅
僧
に
と
っ
て
静
寂
の
坐
禅
の
境
地
が
烏
の
囀
り
声
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
は、

表
面
的
に
は
真
摯
な
修
行
態
度
と
し
て
映
ず
ろ
が、
実
は
三
昧
境・
悟
境
に

逹
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す。
自
己
の
未
熟
を
思
わ
ず
暴
露
し
た
こ
と
に
な

り
は
し
な
い
か。
宗
山
は、
風
流
の
句
裡
に
自
己．
禅
僧
を
卑
下
し
た
内
容

を
も
暗
示
す
る
こ
と
に
よ
り
「
狂
句」
と
し
て
い
る。
前
句
は
正
壽
の
「
17

蝶
過
疾
於
鬼」
句
で
あ
る。
蝶
が
眼
前
を
横
切
り、
烏
が
囀
り、
し
き
り
に

禅
境
の
乱
さ
れ
て
い
る
未
熟
僧
の
坐
禅
の
状
景
と
し
て
い
る。
な
お、
宗
山

の
18
句
に
対
し
て
は、
宜
親
が
「
19
ゆ
か
の
う
へ
日
の
い
つ
る
ま
て
ね
ふ
り

ゐ
て」
句
を
付
け
る。
宣
親
は、
文
字
通
り
哀
面
目
で
風
流
な
句
と
し
て
解

し
た
上
で、
す
か
さ
ず
実
は
陽
が
昇
る
ま
で
禅
床
の
上
で
居
眠
り
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
と
椰
楡
す
る。
禅
佃
に
対
す
ろ、
宗
山
に
対
す
る
椰
楡
で
あ
る。

況
停
午
聴
鐘
睡
〔
眠〕

宗
山

真
昼
時、
正
午
の
鐘
を
聴
き
な
が
ら
睡
（
眠）
っ
て
い
ろ
景
で
あ
る。
「

睡」
字
は、
寓
韻
で
あ
り、
先
韻
で
は
な
い。
「
和
漠
狂
句」
の
押
韻
句
は

先
額
で
統一
さ
れ
て
お
り、
策
写
者
が
先
韻
で
あ
る
「
底」
字
を
誤
っ
て
「

睡」
字
と
し
た
の
で
あ
ろ
う0
92
句
に
示
さ
れ
る
異
常
の
睡
眠
は、
基
綱
の

前
句
「
91
遅
日
倒
墜
腹」
と
付
く
時
は、
空
腹
の
あ
ま
り
に
身
動
き
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
そ
れ
で
あ
る。
正
壽
の
「
93
塩
為
薬
師
断」
句
と
付
く
時
は、

病
臥
の
睡
眠
で
あ
る。
が、
一
句
と
し
て
は、
少
な
く
と
も一
座
の
人
々
は

禅
院
に
お
け
る

宗山
・

禅僧
の
怠
惰
の
午
睡
と
し
て
解
釈
し
た
の
で
は
あ
ろ

ま
い
か。

宗
山

97
叢
林
栗
撓
近

宗
山
が
禅
林
の
代
表
的
行
事
で
あ
る
「
茉
払」
を
詠
出
し
て
い
る
と
解
し

た。
た
だ
し、
「
采」
字
は
原
本
の
崩
し
の
字
形
の
類
似
と
句
の
内
容
か
ら

判
じ
た
も
の
で
あ
る
（
両
角
氏
論
文
で
は
判
読
不
能
と
さ
れ
る）
。

原本
に

お
け
ろ
筆
写
者
が、
す
で
に
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
ず、
字
形
の
み
を
模
写
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し
た
も
の
と
解
さ
れ
る。
榮
払
は、
一
般
冊
衆
よ
り
選
ば
れ
た
伯
が
払
子
を

来
っ
て
説
法
す
る
意
で
あ
る。

毎
年
結
制
（
四
月
十
五
日）
と
冬
至
（
大
略

十
一
月
中）
の
日
に
行
わ
れ
る。
本
胡
禅
林
で
は、

住
持
に
な
る
た
め
の
資

格
試
験
の
意
味
が
存
し、

特
に
瓜
要
視
さ
れ
た
行
m
で
あ
る。

宗
山
の
句
は、

叢
林
で
は
い
よ
い
よ
采
払
の
儀
式
が
近
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
の
意
に
な
る。

「
和
淡
狂
句」

御
会
が
催
さ
れ
た
の
は
十
一
月
十
日
の
こ
と
で
あ
り、

当
年

の
冬
至
は
十
一
月
十
九
日
で
あ
っ
た。

采
払
を
間
近
に
し
た
叢
林
の
緊
張
を

詠
出
し
た
こ
と
に
な
る
が、

宗
山
の
作
句
の
意
図
が
こ
れ
の
み
に
止
ま
れ
ば、

狂
句
と
は
舌
い
難
い。

宗
山
と
し
て
は
む
し
ろ、

「
自
分
が
采
払
を
勤
め
て

住
持
と
し
て
出
世
す
る
の
も
間
近
で
す
ぞ」
の
意
を
煎
め
て
い
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か。
い
か
に
高
貴
の
出
自
と
は
言
え、
二
十
三
オ、

侍
者
位
の

宗山

で
あ
る。

弱
輩
の
身
で
故
意
に
茉
払
・
住
持
の
こ
と
を
口
に
す
れ
ば、

そ
れ

な
り
に
滑
糟
・
戯
笑
を
伴
う
こ
と
に
な
ろ
う。

宗
山
は、

采
払
と
い
う

禅林

の
行
事
に
注
目
さ
せ
な
が
ら、

現
状
で
は
と
て
も
実
現
不
可
能
な
自
己
の
願

．

望
を
陪
示
す
る
こ
と
に
よ
り、

お
か
し
さ
•
笑
い
を
誘
い
辺
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る。

高
度
な
技
巧
の
凝
ら
さ
れ
た
当
座
性
の
発
揮
と
解
さ
れ
る。
な
お、

・・

・
前
句
は
重
治
の
「
96
ね
ふ
た
き
と
き
そ
ほ
れ

／＼と
な
る
」
で
あ
る。

宗
山

は、

眠
気
を
催
し
た
折
の
弛
綬
の
様
態
に
対
し、

表
面
的
に
は
茉
払
の
儀
式

．

の
緊
張
を
対
照
さ
せ
て
付
け
て
い
る。
ま
た、

宗
山
の
97
句
に
対
し
て
は、

・

和
長
が
「
98
朝
廷
節
含
全」
句
を
付
け
て
い
る。

和
長
は、

宗
山
句
が
奇
数

．

句
で
あ
る
た
め
に
対
句
で
応
じ
る
必
要
が
あ
っ
た。

禅
林
の
茉
払
に
対
し
て、

朝
廷
の
節
会
を
詠
出
す
る。

和
長
の
眼
目
は、

「
全
し
」
と
し
た
点
に
あ
る

•
9

と
考
え
る。

和
長
も、

現
実
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず、

け
た
と
こ
ろ
が
な
い、

滞
り
が
な
い
」
と
す
る。

宗
山
の
作
句
法
と
共
通
し

て
い
る。

ち
な
み
に、

朝
廷
に
お
け
る
十
一
月
の
代
表
的
行
軍
は
「
五
節」

で
あ
る
が、

当
年
に
挙
行
さ
れ
た
痕
跡
を
認
め
難
い。

．

正
籍。

正
飾
の
句
に
は、

最
多
を
詠
出
し
な
が
ら、

禅
僧
と
し
て
の
生
活

を
反
映
し
た
句
が
見
い
出
し
難
い。

自
己
の
身
上
・
揉
遇
を
詠
出
す
る
こ
と

な
く、

迎
句
文
芸
の
世
界
を
観
念
裡
に
創
造
し
得
た
か
の
C
と
く
で
あ
る。

当
代
の
禅
俯
の
中
で、

最
も
迎
句
文
芸
に
通
じ
て
い
た
一
人
で
あ
る。
わ
ず

か
に、

次
の
よ
う
な
句
が
あ
る。

虹
塩
為
艇
師
断

正
榊

薬
師
・
医
者
の
た
め
に
塩
を
断
た
れ
た
こ
と
を
述
べ
る。

前
出
の
宗
山
の

前
句
「
92
停
午
聴
鐘
睡
〔
眠
〕
」
に
対
し
て、

正
鼻
は
な
ぜ
「
薬
師」
を
詠

出
し
て
病
臥
の
態
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か。

正
鼻
が
医
寂
の
道
に
通
じ
て
い

た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か。

宜
胤
窮
記
に
「
？、

被
問
東
向
歌
築
車、

正
鼻

蔵
主
自
今
朝
興
槃」
（
長
享
三
年
五
月
十
四
日
条）
と
あ
る。

薬
師
は、

自

己
の
こ
と
で
も
あ
っ
た。

以
上、

僧
衆
の
句
の
中
か
ら、

座
衆
に
か
か
わ
ろ
人
軍
を
素
材
と
し
た
句

を
抽
出
し、

そ
の
当
座
性
に
つ
い
て
検
討
し
た。
一
座
に
お
い
て
禅
僧
は
む

し
ろ
賓
客
で
あ
っ
た。

禅
林
に
お
け
る
禅
倍
の
生
活
・
修
行
は、

厳
粛
な
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
た。

そ
れ
だ
け
に、

禅
僧
の
禅
林
に
お
け
る
自
己
の
生
活

を
反
映
し
て
い
る
か
に
解
さ
れ
る
句
は、

軍
の
善
し
謳
し
を
問
わ
ず、

抑
損

・
滑
糟
・
戯
笑
の
対
象
に
な
り
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

「
欠
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宜
親

（
公
家
衆
の
句
）

公
家
衆
は、

自
己
の
身
上
・
境
遇
を
詠
出
す
る
こ
と
が
少
な
い。

格
別
に

．
目
新
し
い
こ
と
で
も
な
く、

滑
稽
・
戯
笑
の
素
材
に
な
り
難
い
の
で
あ
ろ
う。

認平
の
よ
し
あ
し
毛
も
こ
A
ろ
せ
よ

基
綱

基
綱
の
句。
一
句
と
し
て
は、

箪
の
善
し
悪
し
に
つ
い
て
は
毛
に
も
留
意

し
な
さ
い
と
な
ろ
う。

前
句
は
天
皇
の
「
9
山
人
の
ね
ら
ふ
も
し
ら
ぬ
白
兎」

で
あ
る。

前
句
に
付
く
時
は、

山
人
・
猟
師
に
対
す
る
注
意
と
な
る。

箪
の

菩
悪
に
苔
及
し
た
の
は、

や
は
り
基
綱
が
逹
箪
の
年
長
者
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
基
綱
は、

宮
中
の
連
句
文
芸
の
御
会
に
お
け
る
代

表
的
な
執
筆
で
あ
っ
た。

27
山
か
せ
や
杉
の
梢
に
や
す
む
ら
む

28
の
ほ
れ
は
こ
し
も
い
た
き
一
坂

前
句
は
宗
巧、

付
句
は
重
治
の
句。

宗
巧
は
連
衆
の
間
で
は
最
年
長
で
あ

っ
た。

重
治
は、

遅
参
し
た
の
で
あ
ろ
う
か、

28
句
が
初
出
で
あ
る。

宗
巧

は
重
治
の
遅
い
出
句
を、

重
治
は
宗
巧
の
老
令
を、

句
衷
に
お
い
て
お
互
い

に
椰
楡
し
た
句
と
は
解
せ
な
い
で
あ
ろ
う
か。

杉
の
梢
の
あ
た
り
に
一
休
み

し
て
い
る
山
風
を
重
治
に、

急
な

坂を

登
っ
て
腰
の
痛
い
老
人
を
宗
巧
に
比

し
た
句
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る。

42
文
字
も
し
ら
ね
は
ふ
み
も
や
ら
れ
す

宜
親
の
句。

文
字
を
知
ら
な
い
の
で
便
り
を
追
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
す

る。

宣
親
は、

「
和
淡
狂
句」
御
会
に
お
い
て
は
執
筆
を
勤
め
て
い
る。

文

字
を
知
ら
ね
ば
勤
ま
ら
ぬ
役
で
あ
る。

そ
の
当
人
が
文
字
を
知
ら
ぬ
と
詠
じ

重
治

宗
巧

た
こ
と
に
よ
り、

滑
稽
・
戯
笑
も
倍
加
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

【

座
景
】

当
座
性
の
濃
厚
な
句
と
し
て、
一
座
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
呆
を
素
材
に
し

た
も
の
が
あ
ろ。

既
出
の
1
.
2
句
が
該
当
す
る
し
が、

こ
の
ほ
か
に
座
景

を
詠
出
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
句
を
見
い
出
し
難
い。

次
の
よ
う
な
句
の
存

在
を
紹
介
す
る
に
止
め
る。

14
酔
狂
緑
酒
賢

和
長

⑩
活
計
頭
生
煙

宗
山

翌篇

非嗚
船

御製

45
さ
か
つ
き
も
こ
ヽ
の
か
さ
ね
の
け
ふ
の
秋

誼
治

前
半
部
に、

皿
酒
と
馳
走
の
句
が
骰
見
さ
れ
る。
あ
る
い
は
座
景
を
も
反
映

し
た
句
で
は
な
い
か
と
考
え
る。

実
隆
公
記
に
よ
る
と、

朝
餐
後
に
参
内
し、

夜
に
入
っ
て
百
句
の
功
を
終
え
て
い
た。

御
場
殿
上
日
記
に
よ
る
と、

こ
の

間
の
こ
と
に
つ
い
て

き
や
う
く
の
御
和
か
ん
あ
り、
れ
ん
き
・
万
松
御
ま
い
り
あ
り、

御
ち
の

人
い
つ
も
の
御
か
ゆ
あ
り、

御
た
る
一
・
御
か
は
ら
け
の
物
あ
り、

御
ふ

る
ま
ゐ
也、
い
さ
う
す
ま
い
る、

（
文
明
18
.
11
.
10
条
）

と
す
る。

粥
が
出
さ
れ、

酒
と
肴
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
る。

昼
食
を
挟
み、

酒
を
酌
み
な
が
ら
の
御
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

当
然
の
こ
と
な
が

ら、

馳
走
や
固
酒
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る。
こ
れ
に
因

ん
だ
句
が
作
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い。

特
に、
30
.
32
.
45
句
の
場
合

は、
一
巻
に
お
け
る
位
図
と
御
会
の
経
過
を
考
慮
す
る
時、

昼
食
と
酒
宴
の
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推
移
に
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
の
で
あ
る。
30
句
は
駒
走
の
準

儲、
32
句
は
微
酔
の
態、
45
句
は
深
酔
の
隠
を
も
詠
出
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
で
あ
る。
な
お、
14
句
に
つ
い
て
は、
宗
山
の
前
句
に
付
け
た

も
の
で
あ
る。
宗
山
は、
酒
を
好
ん
だ
よ
う
で、
飲
中
八
仙
の
一
人
で
あ
る

汝
賜
王
李
雌
に
比
さ
れ
ろ
こ
と
が
あ
っ
た
（
横
川
・
補
廂
京
華
前
集
・
「
次

句
萬
松
宗
山
尊
君
試
筵
詩」
詩
参
照）
。
和
長
は、
酔
い
狂
っ
て
い
る
の
は

う
ま
酒
を
飲
ん
だ
あ
な
た
の
よ
う
な
棗
人
ば
か
り
で
す
と、
実
は
暗
に
椰
楡

し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い。

【
世
情
】

・・

「
和
漠
狂
句」
の
催
さ
れ
た
当
時
に
挙
行
さ
れ
た
行
事
や
発
生
し
た
事
件

を
詠
出
し
た
と
解
さ
れ
る
句
は
認
め
難
い。
が、
当
代
の
世

情を
反
映
し、

特
別
の
感

情も
顎
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
解
さ
れ
る
句
は
あ
る
（
前
出

98
句
参
照）
。
例
え
ば、
次
の
句
で
あ
る。

11
飢
腐
窓
煮
字

就
山

12
覆
面
弓
掛
弦

実
隆

13
歌
走
黄
巾
黛

宗
山

11
句
は
就
山
の
句
で
あ
る。
「
煮
字」
は、

貧
害
生
が
文
字
を
も
っ
て
生

活
の
資
と
す
る
喩
え
で
あ
る。
前
句
は
前
出・
基
綱
の
「
10
箪
の
よ
し
あ
し
毛

も
こ
ヽ
ろ
せ
よ」
で
あ
っ
た。
主
と
し
て
武
家
を
相
手
と
し
た
書
写
の
内
職
が、

・
当
代
公
家
の
間
に
流
行
し
た。
基
綱
も`

次
句
の
作
者
の
実
隆
も、
達
筆
の

「
煮
字」
公
家
の
代
表
で
あ
っ
た。
大
日
本
史
料
・
文
明
十
八
年
＋
月
二
8

条
に
は
「
勝
仁
親
王、
三
條
西
賓
隆、
中
山
宣
親、
滋
野
井
教
國
等
ヲ
シ
テ、

源
氏
物
栢
ヲ
書
窟
セ
シ
メ
ラ
ル
」
記
事
が
集
め
ら
れ
て
い
る。
当
年
は
盛
ん

に
書
写
が
行
わ
れ
た。

12
句
は
実
隆、
13
句
は
宗
山
の
句
で
あ
る。
物
騒
・
不
様
の
状
景
で
あ
る。

こ
の
年、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
慈
府
の
政
治
に
介
入
し
た
た
め
に
正
親

町
三
條
公
治
が
細
川
政
元
の
軍
勢
に
よ
っ
て
襲
撃
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起

こ
っ
て
い
る。
宗
山
も
関
与
し
た
ら
し
い
（
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
・
文
明
十

八
年
四
月
六
日
条
等
参
照）
。
三
條
西
家
は、
正
親
町
三
條
家
の
庶
流
で
あ

っ
た。
さ
ら
に
は、
「
盗
賊、
京
都
及
ビ
近
郊
二
横
行
シ、
是
日、
伏
見
庭

田
雅
行
第
ヲ
侵
ス、
依
リ
テ、
山
科
言
國
ヲ
伏
見
宮
第
二
逍
シ、

御
見
舞
ア

ラ
セ
ラ
ル
」
（
大
日
本
史
料
・
文
明
十
八
年
六
月
二
十
四
日
条）
や
「
京
都

2

二
癒
政一
揆
蜂
起
ス、

落府、
細
川
政
元
等
ヲ
シ
テ
之
ヲ
撃
タ
シ
ム、
尋
デ、
一。

一
揆、
東
寺

王攣
リ、
同
寺
金
堂
以
下
ノ
堂
舎
ヲ
火
ク」
（
大
日
本
史
料・

7

文
明
十
八
年
八
月
二
十
四
日
条）
と
あ
る
と
と
く、
盗
賊
が
横
行
し、
徳
政

一
揆
が
蜂
起
し
た。
煮
字
の
公
家
も
密
か
に
護
身・
武
装
し、
大
声
で
大
路

を
走
り
廻
る
の
が
黄
巾
賊
に
も
比
さ
れ
ろ一
揆
の
徒
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
は、

な
か
ば

事実
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る。

以
上、
文
明
十
八
年
十
一
月
十
日
「
和
漢
狂
句」
に
つ
い
て、
「
当
座
性」

の
観
点
よ
り
検
討
し
た。
当
座
性
が
発
揮
さ
れ
た
句
は、
禅
林
聯
句
に
比
ペ

れ
ば
少
な
い
が、

純
正
連
歌
に
比
べ
れ
ば
多
い。
和
句
よ
り
は、
禅
惜
を
中

心
に
し
た
漢
句
に
顕
著
で
あ
る。
素
材
面
よ
り
人
事、
座
景、
世
情
に
焦
点

を
合
わ
せ
て
考
察
し
た
が、
特
に
座
衆
に
関
わ
る
人
事
を
素
材
に
し
た
句
に



第
十一
号

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
e

•

国
文
学
会
誌
（
京
都
教
育
大
学）

国
文
学
会
誌
（
新
潟
大
学
）

第
十
七
号、
第
十
八
号

第
二
十
六
号

因
文
学
科
報
（
跡
見
学
園
女
子
大
学）

第
十一
号

国
文
学
科
論
集
（
佐
賀
龍
谷
短
期
大
学）

国
文
学
研
究
会
報
（
裂
応
義
塾
大
学）

閲
文
学
研
究
（
群
馬
県
立
女
子
大
学
）

第
三
号

国
文
学
研
究
（
早
稲
田
大
学）

第
七
十
九
巣、
第
八
十
集、
第
八
十一
集

第
三
十
七
号

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要

第
九
号

国
文
学
研
究
資
料
館
報

20

国
文
学
研
究
登
料
館
報
告

10、
11

国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
（
神
戸
大
学）

第
十
六
号

第
九
十
五
号、
第
九
十
六
号、
第
九
十
七
号、

国
文
学
孜
（
広
島
大
学）

第
九
十
八
号、
第
九
十
九
号

国
文
学
論
究
（
花
園
大
学）

5

第
二
十一
号

実
践
国
文
学
（
実
践
女
子
大
学）

つ
い
て
は、
直
接
的
に
詠
出
す
る
の
で
は
な
く、
技
巧
を
凝
ら
し
た
句
が
認

め
ら
れ
た。
そ
の
代
表
が
79
.
80
句
で
あ
り、
実
隆
が
実
隆
公
記
に
引
用
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る。
技
巧
を
凝
ら
し
て
当
座
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
歓
迎
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る。

（
岡
山
大
学
教
養
部
助
教
授）

国
文
学
論
考
（
都
留
文
科
大
学
）

国
文
学
論
渠
（
山
梨
大
学）

第
二
十一
集

国
文
学
論
叢
（
龍
谷
大
学）

第
二
十
八
集

国
文
研
究
（
香
川
大
学）

第
八
号

国
文
研
究
（
愛
媛
国
語
国
文
学
会）

第
三
十
二
号

国
文
研
究
と
教
育
（
奈
良
教
育
大
学
）

第
六
号

第
十
四
号

国
文
白
百
合
（
白
百
合
女
子
大
学）

国
文
目
白
（
日
本
女
子
大
学）

国
立
国
栢
研
究
所
年
報

33

古
代
研
究
（
早
稲
田
古
代
研
究
会）

語
文
（
大
阪
大
学）

古
典
研
究
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学）

第
十
号

古
典
論
叢
（
古
典
綸
叢
会）

第
十一
号、
第
十
二
号、
第
十
三
号

第
四
十
輯、
第
四
十一
輯

第
五
十
六
輯、
第
五
十
七
粗、
第
五
十
八
輯

第
五
十
四
号

語
文
（
日
本
大
学）

語
文
研
究
（
九
州
大
学）

語
文
論
叢
（
千
葉
大
学）

駒
沢
固
文
（
駒
沢
大
学）

駒
沢
短
大
国
文

第
十
三
号

ーー

佐
賀
大
国
文

相模
閲
文
（
相
模
女
子
大
学）

滋
賀
大
国
文

第
十
号

第
十一
号

第
二
十
号

第
十
五
号

第
二
十
二
号

第
二
十
三
号、
第
二
十
四
号

第
十
力
号

-103-




